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要   旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

市長は、今年１月６日の記者会見で、自衛官募集の対象となる18 歳及び22 歳の市民の個人情報につ

いて、自衛隊へ住民基本台帳の閲覧、書き写しによる提供を行ってきたものを、紙と電子媒体で提供す

るという方針を明らかにしました。その後、市個人情報保護審議会に諮問し、２月７日の部会審議を経

た答申を受け、来年度から住民基本 
情報の提供を開始しようとしています。 
昨今のネット社会では、市が保有する市民一人一人の個人情報は、他の情報と突合されることで個人

を表す人格を持つようになり、本人の意思とは無関係に独り歩きします。悪用されて精神的、経済的な

損害を受けるかもしれません。個人情報保護がますます重要となっています。提供された個人情報が漏

えいした場合、市はどう責任を取るのですか。 
市が自衛隊へ市民の個人情報を記載した名簿の一括提供を実施するのは、市個人情報保護条例第10条

第２項第６号に定める「実施機関が、福岡市個人情報保護審議会の意見を聴いて、公益上の必要がある

と認めるとき」に当たるためとしています。しかし、自衛隊は海上警備行動もあり得る任務により海外

に派遣されます。中東に派遣された自衛隊員は、家族へ遺書を書いたと言われています。そのような戦

地に市民が派遣される可能性があり、これは個人の権利利益の侵害に当たり、条例違反です。 
同答申は個人の権利利益の侵害にならないよう、提供を希望しない者は提供する情報から除外するよ

う求めています。市民の個人情報を記載した名簿を自衛隊に提供することは、個人の権利利益を保護す

ることを立法目的とする個人情報保護法や市個人情報保護条例の趣旨を没却し、また、人々は全ての基

本的人権の享有者であり個人として尊重されるとした憲法と、市の基本は住民の福祉増進であるとする

地方自治法に違反します。 
よって、以下の事項を請願します。 
 
１．18 歳及び 22 歳の市民の個人情報を自衛隊に閲覧させること並びに個人情報を記載した名簿の一

括提供をやめること。 

審   査 

 

年 月 日 
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